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はじめに

　徳島県海部郡海南町および海部町は冬期温暖な気候を

活かし，１９４８年からテッポウユリの球根生産地であった。

産地では球根養成のため導入した系統のうち，優れた形

質のテッポウユリを切り花生産に利用し，海部テッポウ

と名付けられた。その後，海部郡における自家養成によ

るテッポウユリの切り花生産は，連作による土壌病害の

多発，ウィルス罹病の増加などで１９６０年代後半には全く

なくなったが，沖永良部島から‘ひのもと’の球根を購

入し，年末出荷，二度切り栽培などで小規模ながら産地

は維持されてきた。バブル経済期のカサブランカなどの

高値販売とその後の景気低迷期のアジアティック種の導

入など，産地では消費動向に応じて臨機応変な対応をし

てきたが，中心として産地を支えたのは年末から 3月に

かけて出荷される‘ひのもと’であった。

　ところが，１９９７，１９９８年度，海部地域のユリ栽培を支

えてきた沖永良部島の‘ひのもと’が入手し難い状況と

なった。球根産地の異常気象と球根生産者の高齢化によ

る生産量の減少が原因であった。代替えとして，オラン

ダテッポウユリの‘ホワイトフォックス’，‘ホワイトヘ

ブン’等の使用が考えられたが，この作型でのオランダ

テッポウユリ冷凍球の導入は初めてであり，事例も極め

て少ない。

　そこで，オランダテッポウユリの栽培特性と，各種マ

ルチ資材が，生育開花，切り花品質に与える影響を調査

した。さらに，オランダテッポウユリの切り下球根の使

用について，冷蔵処理と温湯処理2)4) に替わる高温処理

を検討した。その結果，オランダテッポウユリの栽培技

術上のいくつかの知見を得たので報告する。 
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試験方法

1　オランダテッポウユリの栽培特性

試験１　オランダテッポウユリと‘ひのもと’の生育

開花比較

　オランダテッポウユリ‘ホワイトフォックス’ は冷凍球

Ｍサイズ球周１４～１６�，‘ひのもと’は冷蔵球Ｓサイズの球

根から球周１５～１６�の球根を供試した。球根入手の都合

上，‘ホワイトフォックス’ は１９９９年9月２７日，‘ひのもと’

は9月３０日に，畦幅１５０�，株間7�，5条に定植した。

　供試施設は間口 6ｍ，奥行き２０ｍのガラス室で開閉式

の二重内張を設置した。温度管理は最高気温２５℃ にな

るように天窓の自動開閉で行った。最低夜温は１０℃ に

なるように温風暖房した。施肥量は基肥に1ａ当たり窒

素 0.7�，りん酸 0.7�，カリ 0.7�を全面に施用した。

　草丈調査は定植後約 1ケ月後の１１月 2日に，茎長と蕾

長は１１月３０日に両品種の蕾長の揃った１０株を選び，１２月

１０日，１５日，２０日，２４日に計測した。球根と上根の状況

は採花時に球根を掘り上げ，水洗風乾後調査した。

２　オランダテッポウユリの生育開花と地温

　試験２－１　透明マルチによる地温の違いと生育開花

　オランダテッポウユリ‘ホワイトヘブン’の冷凍球Ｍ

サイズ球周１４～１６�を供試した。２０００年2月１８日に畦幅

１８０�，株間 8�，6条に定植した。

　供試施設，温度管理，施肥量は試験１に準じた。

　定植直後に厚さ 0.05�の透明ポリフィルムで被覆し

たマルチ区と無被覆区をそれぞれ１２０球ずつ設けた。生

育調査は１０日ごとに，各区の中央部３０株の草丈を計測し

た。草丈は蕾が見えてからは茎長を計測した。切り花品

質は，輪数，茎長，切り花重を計測した。地温は定植後

の球根の頂部の深さにあたる，地下 5�で計測した。

　試験２－２　マルチ資材の違いによる地温と生育開花

　オランダテッポウユリ‘ホワイトヘブン’ の冷凍球Ｍ

サイズ球周１６～１８�を供試した。２０００年9月１４日に畦幅

１８０�，株間８�，6条に定植した。供試施設，温度管

理，施肥量は試験１に準じた。

　定植直後に厚さ 0.05�シルバーポリフィルムで被覆

したマルチ区と約8�長の切りわらを地表面が隠れる程

度(７００g/㎡)にふったわら区をそれぞれ１２０球ずつ設けた。

生育調査は１０日ごとに，各区の中央部３０株の草丈を計測

した。蕾が見えてからは茎長を計測した。切り花品質は，

輪数，茎長，切り花重を計測した。地温は定植後の球根

の頂部の深さにあたる，地下 5�で計測した。 

３　オランダテッポウユリ切り下球根の利用における温

度処理の影響

試験３－１  切り下球根の低温処理温度の違いと生育

開花

　１９９９年１１月下旬に採花したオランダテッポウユリ‘ホ

ワイトフォックス’ を１２月 9日掘り上げた，球周１４～１６

�の切り下球根を供試した。低温処理は 2℃と 7℃の低

温処理温度区で同年１２月１０日から６０日間行った。

　低温処理は，掘り上げた球根を水洗し，陰干しした後

湿らせたバーミキュライトでポリ袋内にパッキングして，

冷蔵庫に入庫した。

　低温処理後，２０００年２月１０日に畦幅１８０�，株間８�，

６条に定植した。供試施設は間口２０ｍ，長期展張フ ｨル

ムハウスで開閉式の二重内張ビニールを設置した。温度

管理は最高気温２５℃ になるように自動開閉のサイド換

気で行った。最低夜温は１０℃ になるように温風暖房し

た。施肥量は基肥に1ａ当たり窒素0.9�，りん酸0.9�，

カリ 0.9�を全面に施用した。生育調査は試験 2と同様

に行った。

試験３－２　切り下球根の高温処理方法の違いと生育

開花

　２０００年２月１８日に定植，同年 5月中旬に採花したオラ

ンダテッポウユリ‘ホワイトフォックス’を 7月 6日ま

でほ場で養成した切り下球根を供試した。

　太陽熱処理区は７月 8日，球根を掘り上げず畦に充分

潅水し，透明ビニール被覆し，地温が４５℃に達してから

１時間経過後，掘り上げ，5℃ ２ケ月の低温処理を行っ

た。温湯処理区は 7月 7日に掘り上げた切り下球根を

４５℃ の温湯に１時間浸漬後，5℃ ２ケ月の低温処理を

行った。無処理区は温湯処理なしで低温処理のみ行った。

　２０００年９月１９日に畦幅１８０�，株間８�，６条に定植し

た。供試施設，温度管理，施肥管理は試験 1に準じた。

定植前に球周，芽長，および発芽率の調査を行った。生

育調査は試験２と同様に行った。地温は定植後の球根の

頂部の深さにあたる，地下５�で計測した。

試験結果

１　オランダテッポウユリの栽培特性

試験１　オランダテッポウユリと‘ひのもと’の生育

開花比較

　茎長の伸長と蕾長の増大を第１表に示した。‘ホワイ

トフォックス’は定植後２ケ月程度は，‘ひのもと’より

も茎長が短い傾向があるが，それ以降は‘ひのもと’よ
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り若干長くなった。また，蕾は‘ホワイトフォックス’

が大きかった。

　葉数と平均１葉重の分布を第２表に示した。‘ホワイ

トフォックス’は‘ひのもと’に比べると葉数では１１.９

枚多く，下位１０葉までの節間長が６.７�短かかった。平均

1葉重については，全体的に‘ひのもと’の約 2分の

1で，特に「下位２１～３０葉」では約３分の１の重量だっ

た。

　採花時の地下部の状況を第３表に示した。‘ホワイト

フォックス’の球根を定植１０日後に掘り上げ，観察すると，

‘ひのもと’の上根より明らかに少なかったが，採花時の

掘り上げ調査では‘ひのもと’より明らかに多かった。

２　オランダテッポウユリの生育開花と地温

試験２－１　マルチによる地温の違いと生育開花

　透明マルチ使用による平均地温の上昇を第１図に示し

た。マルチ被覆により地温はマルチ被覆区が無被覆区よ

り高く推移した。特に2月第5半旬～3月第4半旬の間

は3～5℃平均地温が高く，１６.０～２１.６℃であった。対し

て，無被覆区は１２.９～１７.５℃だった。

　マルチの有無による草丈の違いを第２図に示した。草

丈，茎長の伸長は明らかに透明マルチ被覆区が優ってい

た。

　マルチの有無と蕾長増加の違いを第３図に示した。蕾

は 4月 1日の時点では無被覆区の方が長かったが，以降

透明マルチ被覆区が長くなった。特に4月２１日以降は急

激に伸長が速まった。

　マルチの有無と切り花品質を第４表に示した。切り花

品質についても，透明マルチ被覆区が茎長で１４.４�長く，

切り花重で２３.７g重く，輪数で0.5輪多く明らかに優れた。

試験２－２  マルチ資材の違いによる地温と生育開花

　マルチ資材と地温の推移を第4図に示した。わら区は

シルバーマルチ区より全期間を通じて 2.2℃ から 0.3℃

低く推移した。特に9月第4・5旬は2℃程度の差があっ

た。

第１表　茎長の伸長と蕾長の増大　　　　　　　
（１０株平均，�）

定植後８８日
１２月２４日

定植後８４日
１２月２０日

定植後７９日
１２月１５日

定植後７４日
１２月１０日

定植後６４日
１１月３０日

定植日

91.991.787.770.9９月２７日ホワイトフォックス茎
長 90.890.488.887.275.3９月３０日ひのもと

14.811.18.94.8９月２７日ホワイトフォックス蕾
長 11.610.07.24.8９月３０日ひのもと

第２表　平均１葉重の分布　　　　
（調査日１２月２２日　１０株平均）

下位葉１０
葉までの
節 間 長
(� )

平均１葉重（g）
葉 数
( 枚 )

　品　 種　
下位４１葉～

下位３１～
４0葉

下位２１～
３0葉

下位１１～
２0葉

下位１～
１0葉

5.81.090.830.310.310.0847.4ホワイトフォックス

12.51.421.601.010.670.1835.5ひのもと

第３表　採花時の地下部の状況　　
（調査日１２月２２日　１０株平均）

上根重
（g）

上根数
（本）

りん片葉数
( 枚 )

球根重
(g)

　品　 種　

7.078.844.024.0ホワイトフォックス

2.841.6104.637.9ひのもと

第１図　透明マルチ使用による平均地温の上昇
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第３図　マルチの有無と蕾長増加の違い

第４表　マルチの有無と切り花品質

上限数
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茎　長
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　マルチ資材の違いによる生育の違いを第5図に示した。

１０月２４日調査まではわら区の草丈が長かったが，１１月 2

日以降はシルバーマルチ区の草丈が長くなった。

　マルチ資材の違いと切り花品質を第５表に示した。採

花開始日はわら区とシルバーマルチ区では変わらなかっ

たが，切り花長はわずかながらシルバーマルチ区が長く，

切り花重もわずかに多かった。輪数はどちらの区も 2.1

輪であった。シルバーマルチ区では葉が大きかった。

３　オランダテッポウユリ切り下球根利用における温度

処理の影響

試験３－１　切り下球根の低温処理温度の違いと生育

開花

　低温処理温度と草丈の伸長を第 6図に示した。3月１１

日調査時では，低温処理温度７℃区と２℃区での草丈は

7℃区が 6.0�，２℃区は 3.5�だった。その後も，4月

１１日調査までは 7℃区が 2℃区に比べて 2.4 ～ 4.6�長

く，初期の草丈の差が持続したが，5月 1日から両区と

も急速に草丈が伸長し，5月１７日の採花時では２℃区の

草丈が 4.7�長くなった。

　冷蔵温度と切り花品質を第６表に示した。輪数は両区

とも1.2輪と同様であったが，2℃冷蔵区は7℃冷蔵区に

比べて，草丈で 4.7�長くなり（前述），切り花重で１３.９g

重くなった。

　試験３－２

　太陽熱処理による地温の上昇を第７図に示した。太陽

熱処理は7月8日午前9時３０分に開始した。当日の天候

は晴天であった。開始から６０分後には３１℃，１２０分後に

は３５℃となり，１８０分後には３８℃と上昇した。さらに２４０

分後に４４℃，２７０分後に目標の４５℃に達した。

　予備試験として7月7日に行った太陽熱処理における

地温の上昇を第８図に示した。この日の天候は曇り時々

晴れであったため，３６０分を経過しても地温は３８℃ 程度

であった。 
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第５図　マルチ資材と草丈伸長

第５表　マルチ資材の違いと切り花品質

葉　幅
(� )

葉　長
(� )

輪　数
(個)

切り花重
(g)

切り花長
(� )

平　均
採花日

採　花
始　日

３９.１１４８.２２.１１３６.４１０５.１１２月１２日１２月１日わら

４１.７１５８.６２.１１４０.３１０７.６１２月１２日１２月１日シルバーマルチ

3月11日 
定植後30日 
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4月1日 
定植後51日 

4月11日 
定植後61日 

4月21日 
定植後71日 

5月1日 
定植後81日 

5月11日 
定植後91日 

5月17日 
定植後97日 
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第６図　低温処理温度と草丈の伸長

第６表　冷蔵温度と切り花品質　　
（調査日５月１７日　２０本平均）

輪　数
（個）

切り花重
(g)

草　丈
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区
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第７図　太陽熱処理による地温の上昇（７月８日）

開始時間午前９時３０分



オランダテッポウユリ（Lilium longiforium ）栽培におけるマルチ被覆や切り下球根の温度処理が，生育開花・切り花品質に及ぼす影響
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　高温処理と芽長・発芽率を第 7表に示した。無処理区

でも７０％の切り下球根が発芽していた。しかし，高温処

理により発芽は明らかに促進され，太陽熱処理，温湯処

理とも１００％が発芽した。また芽長については，8.7�と

太陽熱処理区が最も長く，次いで，温湯処理区が 2.0�，

無処理区は 0.7�だった。

　高温処理と生育を第８図に示した。太陽熱処理区で最

も草丈の伸長が早く，定植後の生育も太陽熱処理区が優

れた。

　高温処理と採花日を第８表に示した。採花始めは太陽

熱処理区が最も早く１２月 5日で，温湯処理区に比べて１４

日，無処理区に比べて２１日早かった。平均採花日も早く，

温湯処理区よりも２２日，無処理区よりも２５日早かった。

　高温処理と切り花品質を第９表に示した。切り花長，

切り花重および輪数は無処理区，太陽熱処理区，温湯処

理区の順に良かった。また葉長，葉幅は無処理区，温湯

処理区，太陽熱処理区の順に小さくなった。

考　　　察

１　オランダテッポウユリの栽培特性

　‘ホワイトフォックス’は‘ひのもと’に比べ，初期の草丈

の伸びが遅く，下位節間が詰まっているが，定植７０日後には

茎長が伸長し，上位葉が大きくなる傾向が見られた。土壌中

の養分を吸収する上根の発育は，定植１０日後の観察では明ら

かに‘ひのもと’に比べて上根本数は少なかったが，採花時

では逆に2倍近く多くなった。上根重も採花時には2.5倍多

くなった。‘ホワイトフォックス’は‘ひのもと’に比べ，初

期生育は遅く後期生育が旺盛であると考えられた。

　草姿では‘ホワイトフォックス’は‘ひのもと’に比

べ，下位節間が短く全体的に葉が小ぶりとなった。

　以上から‘ホワイトフォックス’の初期生育の遅滞は

冷凍球根のためと考えられたが，テッポウユリとしての

草姿の向上のためには，初期生育を促進し，下位節間を

伸長させ，定植後７０日以降は生育を押さえ気味に管理す

る必要があると考えられた。

２　オランダテッポウユリの生育開花と地温

　ユリにおけるマルチ資材の利用と生育開花については，反

射マルチ使用での生育促進3)  やシンテッポウユリでのマル

チの種類と生育開花についての報告1)はあるが，地温と生育

開花についての報告はない。本試験２－１では，2月中下旬

定植は，透明マルチ被覆により，初期の茎の伸長，輪数増加

による切り花品質向上に効果がみられた。輪数の増加につい

ては，4月1日ですでに蕾ができていることから，2月から

3月の生育の違いが輪数に影響を与えたと考えられ，透明マ

ルチ被覆による地温の上昇によるものと考えられた。

　試験２－２の結果から，9月中旬定植では，１０月末から１１

月第１半旬（1半旬は5日）を境に，それ以前では地温を下

げることで初期の茎の伸長に効果があることが，それ以後

では地温を上げた方が茎の伸長が良いと考えられた。地温

の上げ下げの目安となる温度は２０℃程度と推察された。
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第８図　曇天日の太陽熱処理による地温の上昇（７月７日）

開始時間午前１０時

第７表　高温処理と芽長・発芽率　
（調査日９月１９日　２０本平均）

発芽率（%）芽長（�）球周（�）

１００８.７１４.６太陽熱処理

１００２.０１４.９温湯処理

７００.７１５.８無処理
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第９図　高温処理と草丈伸長

第８表　高温処理と採花日

平均採花日採花始め区

１２月２０日１２月５日太陽熱処理

１月１日１２月１９日温湯処理

１月４日１２月２６日無処理

第９表　高温処理と切り花品質　　　
（調査日１２月５日１月４日）

葉　幅
（�）

葉　長
（�）

輪　数
（ケ）

切り花重
（g）

切り花長
（�）

23.382.82.178.089.8太陽熱処理

25.095.11.668.585.2温湯処理

26.699.42.393.297.8無処理
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　試験２－２では試験２－１と異なり，地温の違いによ

る輪数の変化は見られなかった。このことから，9月中

旬定植ではわらなどを被覆しても，蕾が分化する 9月第

5から 6半旬にかけての地温が２５℃程度と高すぎ，地温

低下効果が充分ではないと考えられた。試験２－１と試

験２－２の結果をあわせて考えると，生育初期に２０℃程

度の地温を保つことにより，草丈伸長と輪数の確保に効

果があると推測された。

３　オランダテッポウユリ切り下球根利用における温度

処理の影響  

　試験３－１の結果から，本試験で行った 2℃と 7℃の

冷蔵処理温度の違いが切り下球根の生育に及ぼす影響で

は，６０日間冷蔵の場合は処理温度 2℃が 7℃に比べて，

草丈および切り花重の増加に効果があることが分かった。

しかし輪数については影響は無かった。

　当初切り下球根は小さく消耗していたため，冷蔵中の

消耗を考慮するとより低温が良いと推察されたが，本試

験より，切り下球根の使用の際の冷蔵処理温度は７℃よ

りも 2℃が良いことが明らかになった。

　オランダテッポウユリは‘ひのもと’に比べ，小さい

サイズが販売されており，購入冷凍球での年末出し栽培

で3輪を超える切り花が得られにくいことを筆者らは経

験している。本試験のように切り下球根を定植しても，

開花には至るが価値の低い1輪咲き株が多くなってしま

う率が高い。切り下球根を使用するには，さらに球根の

養成期間，養成方法など切り下球根の充実についての検

討が必要と考えられる。

　試験３－２において，雲天であった 7月 7日は地温の

上昇が不十分であったが，晴天であった 7月 8日は 270

分で地温が目標の４５℃に達したことから，夏期の晴天日

には本試験の方法で地温４５℃ を得ることが可能である

と考えられた。

　7月上旬に掘り上げ，高温処理を経過しないまま低温

処理した切り下球根の７０％が発芽したことから，いわゆ

るテッポウユリと異なり，オランダテッポウユリは夏の

高温遭遇により休眠に入る性質が比較的弱く，休眠は浅

い傾向があると思われた。しかし，高温処理により明ら

かに発芽促進効果が見られることから，オランダテッポ

ウユリを早掘りし，冷蔵処理を行う前には高温処理が必

須と考えられた。

　高温処理の比較では，太陽熱処理区は採花始めが他区

よりも１４～２１日，平均採花日が１２～１５日早く，品質面で

も切り花長，切り花重，輪数で温湯処理区よりも優れた。

また，太陽熱処理区は最も葉長が短く，葉幅が狭かった

が，これは‘ひのもと’に比べ葉が大きく薄く，垂れ葉

傾向のオランダテッポウユリでは，切り花品質の向上に

繋がるものであった。高温処理により葉が小型化した原

因は，オランダテッポウユリは低温短日期間で栽培期間

が長いと葉が大きく，徒長気味の生育となる傾向がある

ためではないかと思われた。温湯処理に比べて省力的で

もあることから，太陽熱処理は本作型のオランダテッポ

ウユリ栽培において早期出荷および品質向上のために有

効な技術と考えられた。

摘　　要

　オランダテッポウユリ (Lilium longiforium) を導入定着

させるために，マルチ被覆による地温の上昇と切り下球

根使用での温度処理が生育開花に及ぼす影響について検

討した。

１　オランダテッポウユリは‘ひのもと’に比べて初期

生育が緩慢であるが，定植後７０日以降は生育旺盛で

あった。

２　2月定植で透明マルチを利用すると茎長が長く，ま

た，輪数が増加し切り花品質が向上した。

３　2月・9月定植において，地温２０℃が生育適温と推

察された。

４　切り下球根の低温処理温度は 2℃が 7℃よりも草丈

の伸長に効果的であった。

５　7月掘り上げの切り下球根の温度処理は，低温処理

の前に高温処理を４５℃ 1時間実施することにより，発

芽率向上や生育促進効果が認められた。このときの高

温処理方法は，掘り上げ直前に圃場に透明ビニールを

被覆し太陽熱処理する方法が，掘り上げ後に温湯処理

を行うよりも，採花開始の早さや切り花品質で優った。
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